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第２編　各論 : 基本計画

基本目標１：人を育む

（１）結婚・出産・子育て支援

（２）教育の充実

（３）生涯活躍の推進

　　Challenge 15 project
     〔鹿沼の“チカラ”を活かすまちづくり〕
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①結婚出産支援

・経済的な理由や価値観の変化等もあり、未婚率は上昇しています。

・晩婚化 ･晩産化が進み、それに伴い、不妊治療の助成申請件数も増加しています。

・合計特殊出生率は依然、人口置き換え水準を下回ったままで、少子化に歯止めがかからず、人

口構造の不均衡を招いています。

・子どもを産み、育てるにあたり、経済的負担が課題となっています。

・子育て世代等のワーク ･ライフ ･バランス実現のため、企業とともに行政が多様な働き方がで

きるような支援策など、労働環境の整備を進める必要があります。

背景（関連法令等、関連計画）

・子ども ･子育て関連３法・地域保健法 ・母子保健法 ・児童福祉法 ・少子化対策基本法

・鹿沼市子育てにやさしいまちづくり推進条例・鹿沼市子ども ･子育て支援事業計画 

・男女共同参画プラン

（１）結婚 ･出産 ･子育て支援

現状と課題

データ・イメージ
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・結婚等の出会いの機会提供の支援から不妊治療、出産前後のサポートまで、切れ目のない対応で、安

心して子育てができる環境を整備していきます。

・結婚 ･出産 ･子育ての希望を叶え、子育ての不安や負担等の課題を取り除き、社会全体で総合

的に少子化対策に取り組み、次の世代の育成を進めていきます。

・社会経済情勢が急速に変化していく中、男性も女性も子育てを行うための職場内での機運を高

めていきます。

計 画 目 標

Ⅱ

  計
画
の
推
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１

　
人
を
育
む
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背景（関連法令等、関連計画）

・母子保健法 ・子ども ･子育て関連３法 ・児童福祉法 ・鹿沼市子ども医療費に関する条例

・鹿沼市子ども ･子育て支援事業計画

データ・イメージ

②子育て支援

・子育て世帯では、経済的負担の軽減を望む声が多くみられます。

・女性の就業は増えていますが、依然として女性の家事関連時間が多く、加えて、核家族化や地

域のコミュニティの希薄化により、子育てをサポートする体制は弱まっており、より男性の育

児参加が求められています。

・近隣市町と比較し、子どもの遊び場が充実しているイメージが少ない状況です。

（１）結婚 ･出産 ･子育て支援

現状と課題
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計 画 目 標

Ⅱ
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・鹿沼の未来を担う子ども達が笑顔で元気に暮らし、誰もが鹿沼に住んで、家庭を築き、子ども

を育ててよかったと思えるように、子育てにおける様々な不安や負担を軽減していきます。

・仕事と子育ての両立等を始め、地域 ･社会全体で“かぬまっこ”を育てる総合的な支援で子育

て環境を充実させます。

・天候を気にせず親と子が元気に遊べる環境を整備します。
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背景（関連法令等、関連計画）

・児童福祉法 ・子ども ･子育て関連３法 ・認定こども園法 ・鹿沼市子どものための教育 ･保育給

付に係る利用者負担額に関する規則 ・鹿沼市私立幼稚園就園奨励費補助金交付要綱

・鹿沼市私立幼稚園特別支援教育費補助金交付要綱 ・鹿沼市保育園整備計画

・鹿沼市子ども ･子育て支援事業計画

データ・イメージ

③保育サービスの充実

・保育需要の高まりや、多様な保育ニーズに対応するため、保育施設 ･保育士の確保、公立保育

園の民営化等を推進するとともに、認定こども園等の整備が必要です。

・保育士資格を有するものの、保育職に就かない人が多いことも、保育士確保の課題となってい

ます。

・少子化にあっても、直近 3 か年では障がいのある子どもは増加しており、障がい児保育の重要

性が高まっています。

・安心して子どもを預けられる環境整備と、保護者の経済的負担の軽減等が必要となっています。

（１）結婚 ･出産 ･子育て支援

現状と課題
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・保育 ･教育のニーズに応え、民間活力を導入しながら、保育園等の整備を推進します。

・病児 ･病後児保育をはじめ、「子ども ･子育て支援事業計画」に沿って、計画的にニーズ量に

対して受け入れ体制を確保していきます。

・特に０～２歳児の保育需要が見込まれるため、保育士の処遇改善により人材を確保する等、待

機児童の解消を目指していきます。

・乳幼児期の保育 ･教育は、子どもたちの「生きる力」の基礎や豊かな感性、その後の教育基盤

を培う重要なものであり、更なる充実と、小学校等との連携に努めていきます。

・親同士の交流の促進や子育てに関する相談 ･ 情報提供などにより、子育てに対する負担や不

安、孤立感を和らげていきます。

・本市では公私全ての保育 ･教育施設で、障がい児の受け入れが可能であり、保育士 ･教諭等を

適切に確保し、ケースによっては職員を加配する等の体制強化を進めていきます。
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背景（関連法令等、関連計画）

・児童福祉法 ・児童虐待の防止等に関する法律 ・児童扶養手当法 ・母子保健法・母子及び父子並び

に寡婦福祉法・子ども子育て関連３法

・鹿沼市子ども ･子育て支援事業計画

データ・イメージ

④良好な家庭環境の構築

・核家族化や離婚率の増加など、家庭や地域での子育て機能が弱体化しています。

・虐待対応件数も年々増加傾向にあり、養育機能の弱い家庭への相談 ･支援体制の充実が求めら

れています。

・子どもの貧困率は経済協力開発機構（OECD）加盟３４カ国中、日本は１０番目に高くなっています。

・少子化の進行等により、ひとり親家庭数はやや減少傾向にあります。

（１）結婚 ･出産 ･子育て支援

現状と課題
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・児童虐待防止の普及啓発や、速やかな虐待対応、また、関係機関との連携や家庭相談員のス

キルアップ等により、良好な家庭環境構築を支援します。

・低所得家庭や、ひとり親家庭等の経済的自立に向けた相談 ･支援体制を充実します。

・様々な問題により養育のための支援が特に必要な家庭には、訪問 ･相談 ･助言 ･育児 ･家事支

援等を行い、不安や負担を軽減し、児童福祉と母子保健双方の観点から効果的に支援します。
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背景（関連法令等、関連計画）

・教育基本法 ・学校教育法 ・第２期教育振興基本計画

データ・イメージ

【アクティブ ･ラーニング】

教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり、学修者の能動的な学修への参加を取り

入れた教授 ･学習法の総称。学修者が能動的に学修することによって、認知的、倫理的、

社会的能力、教養、知識、経験を含めた汎用的能力の育成を図ります。発見学習、問題解

決学習、体験学習、調査学習等が含まれますが、教室内でのグループ ･ディスカッション、

ディベート、グループ ･ワーク等も有効なアクティブ ･ラーニングの方法です。

①確かな学力の育成

・学力向上を目指すために、児童生徒の学ぶ意欲を高め、学習習慣を定着させるとともに、教員

の指導力向上が求められています。

・国際的な環境の中で活躍する資質 ･能力が求められているため、グローバル化に対応できる人

材を育成することが必要です。

・複雑 ･多様化する社会情勢の中で、特に ICT 等の学習環境を充実させていくことが必要です。

（２）教育の充実

現状と課題
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・バランスのとれた健やかな児童生徒の育成と教員の指導力向上を進め、学校教育の充実を図り

ます。

・グローバル化や、ICT 化に対応できる人材の育成を目指し、ALT 等の増員や、ICT 学習環境の

整備によって、児童 ･生徒の英語力や異文化への理解、ICT の活用能力を向上させていきます。

・論理的思考力や表現力をはじめとした国語力も重要であり、発達段階に応じた国語教育の実

施や、知識を増やし、視野を広げるために、本を読む習慣を身に付けさせていきます。

・次代を担う子どもたちに、より良い教育環境を提供することを第一に考え、保護者、地

域住民、学校関係者からの意見を踏まえ、地域の特色や実態に合った小中学校の適正配置を進

め、廃校後の利活用も検討していきます。
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背景（関連法令等、関連計画）

・教育基本法 ・学校教育法 ・いじめ防止対策推進法 ・発達障害者支援法 ・学校給食法・食育基本

法

データ・イメージ

②豊かな心 ･健やかな体の育成と学びの基礎づくり

・いじめや不登校等は、早期発見、適切な初期対応、未然防止に向けた一層の取組が必要です。

・子供たちが直面する様々な現代社会の課題を、自分で解決できる能力を身に付ける必要があり

ます。

・児童生徒数が減少する中、特別支援教育の対象となる児童生徒は増加しているため、ニーズに

合わせたきめ細かな就学前からの対応が必要です。

（２）教育の充実

現状と課題
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・悩みを抱える子どもたちの成長に合わせ、それぞれの個性を尊重した適切な対応ができるよう、

相談員やカウンセラー等の人材を確保し、相談体制の充実を図ります。

・情報モラル、いじめ問題、人権問題など、現代社会の課題に対応した施策の展開を図り、生き

る力を育みます。

・障がいのある児童生徒が十分な教育を受けられるよう、支援体制の充実を図ります。

・共生社会の形成に向けて、一人ひとりに応じた指導者支援に加え、障害者の権利に関する条約

に基づくインクルーシブ教育システムを構築するため、特別支援教育の推進を図ります。
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背景（関連法令等、関連計画）

・子ども ･子育て関連３法・社会教育法 ・鹿沼市安全安心なまちづくり条例・次世代育成支援対策

(前期行動計画 )・鹿沼市子ども ･子育て支援事業計画

データ・イメージ

ⅰ 学校支援ボランティアによる主な支援内容 ⅱ 交通指導員の立哨の様子

ⅲ 放課後子ども教室活動の様子 ⅳ 特色ある学校づくりの事例

授業支援

　　家庭科授業支援（ミシン、調理）

　　そろばん指導 ・農業体験指導

　　校外学習引率

学習環境づくり支援

　　児童生徒登下校時の見守り

　　給食配膳 ・樹木剪定

　　読み聞かせ

放課後活動支援

　　お囃子指導 ・部活動指導

③地域で育む教育の推進

・学校や教員によって地域との連携に対して温度差があり、地域差が生まれています。

・子どもたちの安全安心の確保は、学校だけの課題に留めず、地域全体で取組体制を構築してい

く必要があります。

・放課後子ども教室等、地域における子どもの居場所づくりは、地域のニーズにあわせて推進し

ていく必要があります。

（２）教育の充実

現状と課題
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・地域の人材や様々な教育資源を活用しながら、学校や地域の実態に基づいて、創意工夫を生か

し、各学校独自の特色ある教育、地域に根ざした特色ある学校づくりを計画的 ･持続的に推進

し、効果的な活用方法は水平展開も検討していきます。

・地域に開かれた学校を目指し、子どもを事故や犯罪から守るため、学校 ･保護者 ･地域の連携

を支援し、地域全体で子どもたちを見守り育てていきます。

・学校現場だけでなく、地域住民や、NPO 法人、ボランティア団体、民間の教育事業者等、様々

な関係機関と連携し課題の解決に努めていきます。

・家庭教育は、学校教育と共に子どもたちへの教育の両輪であり、訪問型支援など新しいアプ

ローチで支援していきます。

・放課後も、全ての児童が安全 ･安心な居場所の中で多様な活動を行うことができるように、小学

校の余裕教室等の活用や、教育と福祉との連携を強化し、居場所を安定 ･継続的に確保してい

きます。
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背景（関連法令等、関連計画）

・学校給食法 ・学校施設整備計画

データ・イメージ

ⅰ 校舎（北小学校） ⅱ 木製の机 ･イス

ⅲ 学校給食調理の様子

④教育環境の整備

・校舎の耐震化はおおむね完了しましたが、北小学校木造校舎耐震改修と非構造部材の耐震改修

が必要です。

・老朽化の進んだ学校施設の長寿命化整備や、老朽箇所等の改修が必要です。

・児童生徒が安全かつ円滑に教育を受けられるよう、学校備品の更新など、教育環境の充実を図

る必要があります。

・学校給食調理施設は、鹿沼市学校給食共同調理場及び粟野地区学校給食共同調理場の設備の老

朽化が著しく、安全 ･安心な給食を安定的に提供するために、設備改修が必要です。

（２）教育の充実

現状と課題
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・子どもたちがより良い環境で教育を受けられるようにするため、エアコン設置やトイレの洋式

化等、学校関連施設を計画的に整備します。

・安全でおいしい給食の提供のため、調理場の管理や業務の効率化を推進します。
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データ・イメージ

背景（関連法令等、関連計画）

・教育基本法 ・社会教育法 ・子ども ･若者育成支援推進法

・高年齢者等の雇用の安定等に関する法律 ・かぬま 21 世紀「学びのまち」推進プラン

①学びと社会参画の推進

・全ての年齢において、学校 ･職場 ･家庭という枠にとらわれずに、地域で積極的に活動をした

いという人を応援できる環境づくりが必要です。

・社会教育施設の老朽化に伴い、機能維持と長寿命化が必要である一方、若者が集える場が不足

しています。

・シルバー人材センターや高齢者福祉センターの利用など、一定数の高齢者が積極的に活動して

います。

（３）生涯活躍の推進

現状と課題
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・市民自らが取り組む学習活動を支援し、その学習を活かせる場をつくります。

・地域で積極的に活動できる青少年を育成し、まちづくりにつなげていきます。

・社会教育施設の機能維持と長寿命化を図り、若者が自由に音楽交流などをできる環境を整備し

ていきます。

・高齢者の充実した人生を後押しします。
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データ・イメージ

背景（関連法令等、関連計画）

・文化芸術振興基本法 ・博物館法 ・鹿沼市川上澄生美術館条例

・第２期鹿沼市文化芸術振興計画

市民文化祭（ダンス）

川上澄生《初夏の風》1926( 大正 15) 年

木版多色刷 紙　　 　　　　　　　　　  

②文化芸術活動の促進

・文化芸術活動団体の高齢化が進み、後継者や団体運営者の育成が急務となっています。

・市民文化センターの老朽化が進み、長寿命化のためのメンテナンスが必要です。

・川上澄生美術館は、広域連携事業など今までとは違った視点での事業を企画し、さらなる誘客

を図る必要があります。

（３）生涯活躍の推進

現状と課題



各

論

第２編

59

Ⅱ

  計
画
の
推
進

:基
本
目
標
１

　
人
を
育
む

計 画 目 標

・市民が自ら取り組む文化芸術活動と、その後継者育成や運営を支援し、活動の場として市民文

化センターの活用を促進します。

・美術館等文化施設では、新たな来場者獲得のため、他館や他都市との連携 ･交流を進め、新た

な事業を展開していきます。
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データ・イメージ

背景（関連法令等、関連計画）

・文化財保護法 ・文化財保護条例 ( 県 ･ 市 ) ・公文書館法 ・公文書管理法

・無形文化遺産保護条約 ・図書館法 ・子どもの読書活動の推進に関する法律

③地域文化の保存と活用

・文化財等の地域資源の保存は、行政 ･研究団体 ･地域が一体となって取り組む必要があります。

・「鹿沼今宮神社祭の屋台行事」がユネスコ無形文化遺産に登録されましたが、後継者が不足して

います。

・図書館を利用したことのない市民が過半数を超えています。

・人の感性や表現力を高めるためには、読書は重要であり、子どものうちから本を読む習慣を身

につけることが必要です。

（３）生涯活躍の推進

現状と課題
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・地域資源の資料を収集 ･調査 ･保護し、故郷の歴史 ･文化を正しく伝え、まちづくりや学校教

育にも活用し、郷土愛を育んでいきます。

・ユネスコ無形文化遺産登録となった「鹿沼今宮神社祭の屋台行事」などの文化資源の保存 ･継

承に向けて、後継者対策を推進します。

・図書館のレファレンスサービスの活用を促進させ、市民の学習環境の充実を図ります。
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データ・イメージ

背景（関連法令等、関連計画）

・スポーツ基本法

2012 年ロンドンオリンピック
卓球競技・女子団体銀メダリスト

※写真提供：卓球王国

④スポーツ交流の促進

・市民の健康保持と体力の向上を図るため、レクリエーションをはじめ、子どもから高齢者まで

世代に応じた各種スポーツ関連事業を展開しています。

・老朽化の進んだスポーツ施設の適切な改修、時代に即した整備 ･統合を進めています。

・東京オリンピック ･パラリンピックのキャンプ地や、栃木国体での活用を見据えた施設整備が

必要です。

（３）生涯活躍の推進

現状と課題
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・地域社会の活力維持 ･向上のためにも、年齢や性別にかかわらず、誰もがスポーツに親しめる

環境の整備が重要であり、「市民ひとり１スポーツ」を目指して、様々なスポーツの機会を提

供していきます。

・総合型を含む地域スポーツクラブなどの設立 ･活動を支援していきます。

・スポーツに関わるきっかけをつくり、スポーツを通して健康増進を図っていきます。

・プロスポーツ選手と子ども達との交流機会を通し、基礎的技術習得や競技力向上を図り、生

涯スポーツに取り組むきっかけづくりなどを支援していきます。

・市民の多様なスポーツニーズに対応し、鹿沼運動公園をはじめ、計画的にスポーツ施設や器具

等の維持管理を進めていきます。
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